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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,93 45,83 -0,10 45,86 -0,03

USD / BRL Spot BRL 2,2192 2,2250 +0,0058 2,2233 +0,0017

USD / JPY Spot JPY 101,93 101,97 +0,04 101,97 +0,00

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.210 54.281 +71 52.626 +1.655

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 141,0 141,0 +0,0 153,4 -12,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,94 -0,21

DI Future Jul15（金利先物） % 10,96 10,93 -0,03 11,25 -0,32

3 Months US Dollar Libor % 0,233 0,234 +0,001 0,229 +0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 312,0 312,0 +0,0 308,3 +3,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年6月25日

Indicator Unit 6月23日

昨日のドルレアルスポット相場は米国とブラジルの経済指標からドル高レアル安となる展開でした。
朝方は米経済指標が市場予想を上回ったことからドル堅調となり、前日比レアル安の２．２２を挟んだ取引と
なりました。その後は小動きとなりましたが、５月の雇用者増加数が市場予想を下回ったためレアル売り優勢
となり２．２２台半ばへレアル安が進みました。引けにかけては再び閑散となり、結局そのまま２．２２台半ばで
引けています。

昨晩マーケット引け後に中銀は介入プログラム延長の詳細を発表しました。１営業日あたりのスワップ介入
額は２億米ドル、期間は今年末までとなっており、金額は従来と同額、延長期間も前回と同じ向こう６ヶ月と
しています。声明文では「現在の為替市場を考慮してヘッジ機会と流動性を供給し、必要であれば追加の
介入を行う。」と述べています。先月トンビニ総裁はスワップ介入への市場からの需要が減っている旨発言し
たため介入停止の思惑を呼びましたが、結局中銀は同額での介入継続を選択した形となりました。介入を
停止した場合の市場の反応に中銀が未だ懸念を持っていることの表れであり、基本的な姿勢として今後も
極力為替市場の変動を抑えにかかってくるでしょう。但し、過去の動きを見ても市場の変動を抑えるほど
エネルギーを溜め込むこととなり動き出した場合の変動は大きくなる可能性が高いと思われます。
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